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◦あまおとめ（左）
　「あまおとめ」は愛媛県農業試験場が「とちおとめ」と
「さがほのか」を交配して育成された品種で、大玉で糖
度の高い、甘くておいしいイチゴです。西予市は約30年
のいちご栽培の歴史があり、この「あまおとめ」を県内
他産地に先駆けて生産を行ってきました。そのまま生で
食べてもよし、ジャムやケーキにしてもおいしい西予市
の「あまおとめ」をぜひご賞味ください。
◦乳製品（右）
　西予市は県内最大の酪農産地として知られており、生
産量は県内全体の約４割を占めるほどです。そんな西予
市で作られる酪農産物の魅力を感じることができるの
が「農業公園ほわいとファーム」。ほわいとファームで
は市内産乳を牛乳、アイス、ヨーグルトと、バラエティ
豊かな商品で味わうことができます。乳製品にはカルシ
ウムやタンパク質といった栄養が豊富に含まれており、
健康な身体を作る上でとても大切な食べ物です。
� 　提供：西予市（本会賛助会員）

西予市﹁あまおとめと乳製品﹂
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県
町
村
会
は
、
１
月
30
日
愛
南
町
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
23
年
度
第
5
回

全
員
連
絡
会
・
災
害
共
済
支
部
委
員
会
」

を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、白
石
会
長
、阪
本
監
事
、上

村
上
島
町
長
、
髙
野
久
万
高
原
町
長
、
稲

本
内
子
町
長
、
山
下
伊
方
町
長
、
甲
岡
鬼

北
町
長
、
清
水
愛
南
町
長
及
び
佐
川
砥
部

町
副
町
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　
　

白
石
会
長

₃　

協　

議

　

⑴　

県
と
市
町
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
　

進
県
市
町
振
興
課
長
か
ら
、
24
年

度
実
施
予
定（
一
部
、23
年
度
か
ら
実

施
）
の
件
と
市
町
の
連
携
・
一
体
化

の
取
組
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

　

⑵　

平
成
22
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　

①　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
定

期
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

　
　

②
㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害
共

済
支
部
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

③　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
決
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑶　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
本
会

会
費
の
分
賦
方
法
並
び
に
予
算
に
つ

い
て

　
　

①　

事
業
計
画

　
　

②　

本
会
会
費
の
分
賦
方
法

　
　

③　

愛
媛
県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
定
期
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
　

④　

㈶
全
国
自
治
協
会
愛
媛
県
災
害

共
済
支
部
予
算

　
　

⑤　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

愛
媛
県
支
部
予
算

　
　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑷　

本
会
第
65
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。

　
　
　

な
お
、昨
年
度
に
続
き
今
回
も
、議

事
終
了
後
に
議
長
会
と
合
同
で
式
典

（
来
賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

⑸　

次
回
の
本
会
全
員
連
絡
会
開
催
に

つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
は
、
正
副
会

長
に
一
任
さ
れ
た
。

　

な
お
、協
議
終
了
後
、「
南
予
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

愛
南
町
で
開
催

第
５
回
全
員
連
絡
会　

町
内
視
察
も
実
施　

 

中・四
ブ
ロッ
ク
過
疎
対
策
会
議

 

　

１
／
25　
広
島
市
で
開
催

　　

平
成
23
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
過

疎
対
策
担
当
課
長
等
会
議
が
、
１
月
25
日

広
島
市
の
「
鯉
城
会
館
」
で
関
係
者
27
人

の
出
席
の
下
に
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
。

　

な
お
、会
議
は
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

あ
い
さ
つ

　
　

広
島
県
地
域
振
興
課

　
　

総
務
省
自
治
行
政
局
過
疎
対
策
室

　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

₂　

行
政
説
明
﹁
過
疎
対
策
に
つ
い
て
﹂

　
　

総
務
省
自
治
行
政
局
過
疎
対
策
室

₃　

事
業
説
明

　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

₄　

協　

議

　

①　

各
県
提
出
議
題
に
つ
い
て

　

◦
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
分
）：
島

根
県
・
香
川
県
提
出

　

◦
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
分
）
の

利
活
用
：
島
根
県
提
出

　

◦
過
疎
地
域
に
お
け
る
税
の
特
例
措

置
：
高
知
県
提
出

　

◦
中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
条
例
の
制
定
状
況
等
：
広
島
県
提

出

　

◦
買
い
物
弱
者
の
実
態
把
握
と
そ
の
対

策
：
愛
媛
県
提
出

　

◦
過
疎
対
策
事
業
債
の
ハ
ー
ド
事
業
へ

の
必
要
額
の
確
保
：
岡
山
県
提
出

　

◦
過
疎
法
の
中
間
見
直
し
：
高
知
県
提

出

　

②　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　
　
　

愛
媛
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

₅　

取
組
紹
介

　
　
「
地
域
サ
ー
ビ
ス
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
」

　

な
お
、
翌
日
に
は
安
芸
高
田
市
の
過
疎

地
域
を
視
察
し
た
。
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都
道
府
県
町
村
会

　

正
副
会
長
交
流
会
開
く

　
　
　

 　

自
治
功
労
者
を
表
彰

　

全
国
町
村
会
は
、１
月
26
日
全
国
町
村
会
館
で
開
催
し
た

理
事
会
で
本
年
度
の
自
治
功
労
者
を
決
定
し
、引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
「
都
道
府
県
町
村
会
正
副
会
長
交
流
会
」
の
席
上

で
表
彰
式
を
行
っ
た
。
な
お
、
本
会
か
ら
は
白
石
会
長
、
中

村
副
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、3
期
の
町
村
長
55
人
、一
般
職
員
3
8
5
8

人
、
系
統
町
村
会
関
係
者
と
し
て
22
人
が
受
賞
。
さ
ら
に
新

た
に
設
け
ら
れ
た
退
職
町
村
長
16
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

本
県
か
ら
は
下
記
の
52
人
が
表
彰
さ
れ
、
来
る
2
月
24
日
開

催
の
本
会
第
65
回
定
期
総
会
で
伝
達
す
る
予
定
。

　

表
彰
式
終
了
後
、毎
日
新
聞
社
主
筆
の
岸
井
成
格
氏
か
ら

「
時
局
展
望
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
っ
た
。

職　　　	・	　　　氏	　　　名
　　一般職員
越 智 郡 上　島　町 村　上　和　志

同 此　村　美　樹
上浮穴郡 久万高原町 丸　山　陽　司

同 近　澤　雅　彦
同 渡　邊　　　宏
同 渡　邊　真千子

伊 予 郡 松　前　町 金　子　知　芳
同 玉　井　信　二
同 栗　田　真　吾
同 山　本　有　三
同 安　倍　ふでこ
同 重　川　千恵美
同 佐　伯　初　美

砥　部　町 嶋　屋　奈　穂
喜 多 郡 内　子　町 山　口　スミ子

同 安　川　　　徹
同 大　本　真喜子
同 入　海　　　孝
同 三根生　憲　一
同 久　保　温　美
同 山　本　真　二

西宇和郡 伊　方　町 中　田　克　也
同 大　森　貴　浩
同 菊　池　嘉　起
同 橋　本　泰　彦
同 高　藤　喜代子

職　　　	・	　　　氏	　　　名
西宇和郡 伊　方　町 寺　坂　なほみ

同 中　井　香　織
同 松　田　法　子
同 由　中　信　安
同 高　月　　　清

北宇和郡 松　野　町 居　村　ますみ
鬼　北　町 浅　野　千　明
同 中　山　定　則

南宇和郡 愛　南　町 青　儀　隆　司
同 西　口　源　一
同 高　江　　　学
同 山　口　俊　文
同 佐々木　里　香
同 青　木　　　貴
同 浅　海　宏　貴
同 大　西　　　聖
同 山　田　智　久
同 松　田　和　子
同 宮　城　美智子
同 長　田　岩　喜
同 岡　田　敏　弘
同 田　中　啓一郎
同 武　久　時　子
同 平　田　　　靜
同 吉　田　まゆみ
同 赤　松　邦　彦

　【愛媛県】

ご受賞おめでとうございます
全国町村会表彰 受賞者

表彰基準日　平成24年１月１日　
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町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
を
開
催

 

県
町
村
議
会
議
長
会

　

県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
平
成
23
年
度

町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会
を
、
１
月
30

～
31
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
え
ひ
め
共
済

会
館
で
開
催
。
各
町
議
会
事
務
局
か
ら
17

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

研
修
会
は
、
は
じ
め
に
県
町
村
議
会
議

長
会
と
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
平
成

24
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
を
事
務
局

か
ら
説
明
。

　

次
に
各
町
議
会
事
務
局
か
ら
提
出
さ
れ

た
、
議
会
運
営
上
の
疑
義
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
最
後
に
講
師
の

全
国
町
村
議
会
議
事
調
査
部
参
与
の
横
田

優
氏
が
講
評
及
び
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　

翌
31
日
に
は
、
同
氏
か
ら
「
地
方
議
会

制
度
と
運
営
の
基
本
」
と
題
す
る
講
演
が

あ
っ
た
。

第
４
回
定
例
会
・
町
議
会
事
務
局
長

　
　
　

 　

合
同
会
議
を
開
催

県
町
村
議
会
議
長
会　

　

平
成
23
年
度
第
4
回
定
例
会
・
町
議
会

事
務
局
長
合
同
会
議
は
、
１
月
24
日
午
後

3
時
30
分
か
ら「
県
自
治
会
館
会
議
室
」に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
玉
井
会
長
、
松
澤
副

会
長
、
松
浦
監
事
、
原
上
島
町
議
長
、
岡

井
松
前
町
議
長
、
中
島
砥
部
町
議
長
、
林

内
子
町
議
長
、
関
本
松
野
町
議
長
及
び
齋

藤
愛
南
町
議
長
の
全
議
長
及
び
全
議
会
事

務
局
長
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
、
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

₁　

開　

会

₂　

挨　

拶　
　

玉
井
会
長

₃　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

次
の
と
お
り
指
名
し
た
。

　
　
　

林
内
子
町
議
長

　
　
　

関
本
松
野
町
議
長

₄　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　

⑵　

請
願
・
意
見
書
等
に
関
す
る
定
例

報
告
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

₅　

協　

議

　

⑴　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
内
容
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑵　

平
成
24
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
部

修
正
し
て
定
期
総
会
に
提
出
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

⑶　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算（
案
）

に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
会
費
の
分
賦
方

法
②
予
算
案
③
会
費
の
納
入
時
期
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
事
業
計
画
の

見
直
し
に
関
す
る
微
調
整
を
行
う
こ

と
で
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑷　

平
成
24
年
度
共
済
事
業
特
別
会
計

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
、
原
案
の
と
お
り
定
期
総
会

に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

⑸　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
に
つ

い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
一
同

了
承
し
た
。

　

⑹　

第
63
回
定
期
総
会
の
開
催
要
領
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
①
総
会
次
第（
案
）

②
決
議（
案
）に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
、
定
期
総
会
に
提
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　

な
お
、昨
年
に
続
き
今
回
も
、議
事
終

了
後
に
県
町
村
会
と
合
同
で
式
典
（
来

賓
祝
辞
）
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

₆　

そ
の
他

　

①　

四
国
地
区
議
長
会
研
修
会
の
日
程

に
つ
い
て

　

②　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に

つ
い
て

　

③　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　

④　

そ
の
他

　
　

順
次
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

一
同
了
承
し
た
。

≪平成23年度町議会事務局職員研修会 日程≫
　　　　　　　　　　　　と　き　平成24年１月30日㈪～31日㈫
　　　　　　　　　　　　ところ　えひめ共済会館　５階「椿」
時　　間 内　　　　　　　容

1/30 ㈪
13：30
13：35～14：00

14：00～17：00

開　　会
あいさつ
□会　　議
　◦平成24年度事業計画（案）及び予算（案）について
　　　◦県町村議会議長会
　　　◦県町村監査委員協議会　　―事務局―
□事例研究
　◦各町議会から提出された議会運営上の疑義に関
するＱ＆Ａ

　　　　講師　全国町村議会議長会　
　　　　　　　　議事調査部参与　横田　　優　氏

1/31 ㈫
09：00～11：00

11：00

□講　　演
　　　「地方議会制度と運営の基本」
　　　　講師　全国町村議会議長会
　　　　　　　　議事調査部参与　横田　　優　氏
閉　　会
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全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

監
査
制
度
の
充
実
強
化
を
！　

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
21

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
20
日
、「
全
国
町

村
議
員
会
館
会
議
室
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約
70

人
が
出
席
。
本
県
か
ら
は
上
甲
会
長
（
鬼

北
町
代
表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
職
員

が
出
席
し
た
。

　

総
会
は
、
上
田
全
国
会
長
（
滋
賀
県
）

の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
左
記
の
と
お
り

進
め
ら
れ
た
。

₁　

議
長
選
出

　
　

大
原
北
海
道
会
長
を
選
出
。

₂　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₃　

議　

事

日
程
第
₂　

報
告
第
１
号　

会
務
報
告

　
　

会
長
か
ら
一
年
間
の
会
務
の
状
況
の

報
告
が
あ
っ
た
。

日
程
第
₃　

承
認
第
１
号
「
平
成
22
年
全

国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
決
算
」

　

事
務
局
か
ら
決
算
説
明
が
あ
り
、
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
4　

議
案
第
１
号　
「
平
成
24
年

度
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
事
業
計

画
及
び
予
算
」
を
議
決

日
程
第
5　

議
案
第
2
号　
「
決
議
」を
原

案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号　
「
監
査
制
度

の
充
実
強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
原
案

の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
7　

協
議
第
１

号　
「
実
行
運
動
方

法
」
を
決
定
。

　

な
お
、
前
日
の
19
日

に
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
、

事
務
局
職
員
が
出
席
。

総
会
提
出
案
件
の
事
前

協
議
を
行
っ
た
。

　

協
議
終
了
後
、「
自

治
体
財
政
健
全
化
法
に

お
け
る
監
査
委
員
の
役

割
」
と
題
し
て
、
総
務

省
財
務
調
査
課
長
横
山

忠
弘
氏
の
講
演
を
聴
講

し
て
総
会
の
幕
を
閉
じ

た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
、

役
員
に
よ
る
実
行
運
動

が
行
わ
れ
た
。

決　　　議
　われわれ町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行
政に対する住民の信頼を確保し、
透明性のあるものとしていくため、日々研鑽を積み
努力を重ねている。
　しかしながら、町村における監査体制は、その課
せられた義務と責任を十分に果たすには厳しい状況
にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、
監査活動費の確保、監査委員報酬の適正化等監査機
能の充実強化が喫緊の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第21回定
期総会」を開催し、町村監査委員相互の緊密な連携
のもと、決意を新たに、下記事項の早期実現に向け、
組織を挙げて邁進することを表明する。

記
１　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監
査事務局体制を整備する。
２　監査の充実を期するため、必要な監査活動費を
確保し、監査委員報酬の適正化を図る。
３　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加
入団体の全国協議会への早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　平成24年１月20日
　　　　全国町村監査委員協議会第21回定期総会

監査制度の充実強化に関する要望
　すべての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、監査の独
立性・専門性をさらに強化する必要がある。
　よって、下記事項の実現を強く要望する。

記
１　監査体制の強化
　　地方公共団体に係る監査は、個々の団体ごとに、監査委員及び補佐
する専任の監査事務職員により、責任をもって実施することが基本で
あることを明確に位置づけること。

２　監査委員の独立性及び人材の確保
　　監査の独立性を図るため、監査委員は議会において選任できるよう
にし、議員・ＯＢの選任制限を設けることなく、幅広い人材を確保で
きるようにすること。

３　外部監査の見直し
　　監査委員の監査とは別に外部監査が必要とされる際、現行の契約に
基づく外部監査人による監査に替わり、独立性・専門性が高く、低廉
なコストで外部監査が実施できる地方公共団体共同の監査法人組織
について検討すること。

　　平成24年１月20日
	 　　全国町村監査委員協議会第21回定期総会　

閉会あいさつを述べる上甲本県会長
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町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉
川
ま
つ
り
筏
流
し

４
月
22
日
開
催
！

砥 
部 
町

　

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
で
は
、「
と
べ
や

き
ひ
な
ま
つ
り
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

砥
部
焼
で
作
ら
れ
た
、
か
わ
い
ら
し
い

お
ひ
な
さ
ま
。一
つ
一
つ
、手
び
ね
り
、手

描
き
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

女
び
な
男
び
な
の
一
対
物
か
ら
豪
華
３

段
飾
り
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
お
ひ
な
さ
ま

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
干
支
・
辰

を
ま
と
っ
た
、
珍
し
い
お
ひ
な
さ
ま
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

展
示
作
品
は
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
と
べ
や
き
ひ
な
ま
つ
り
」展
は
入
場
料

無
料
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ

　

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館

　

℡
0
8
9
︵
9
6
2
︶
6
6
0
0

　

内
子
町
で
は
、
春
の
小
田
川
を
舞
台
に

「
第
22
回
川
ま
つ
り
筏
流
し
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

川
岸
に
川
つ
つ
じ
の
咲
き
誇
る
清
ら
か

な
小
田
川
を
、
蓑
笠
姿
の
筏
師
が
巧
み
な

竿
さ
ば
き
で
下
っ
て
い
き
ま
す
。
昔
な
が

ら
の
風
景
に
悠
々
と
し
た
時
の
流
れ
を
感

じ
な
が
ら
、
心
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

筏
乗
船
体
験
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た

宝
探
し
ゲ
ー
ム
、
地
元
特
産
の
農
産
物
販

売
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
／
４
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所
／
内
子
町
大
瀬
川
登
地
区

●
主
な
内
容
／

　

筏
流
し
、
筏
乗
船
体
験
、
バ
ザ
ー
（
釜

ゆ
で
う
ど
ん
食
べ
放
題
な
ど
）、特
産
品
販

売
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト　

な
ど

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

大
瀬
自
治
セ
ン
タ
ー

　

℡
︵
0
8
9
3
︶
47
︱
0
1
0
2

内 

子 

町

３段飾りびな

いろいろなおひなさまをそろえています

辰をまとったおひなさま

◉「
と
べ
や
き
ひ
な
ま
つ
り
」展

　

開
催
中
！

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館
ロ
ビ
ー
展

３
月
25
日
㈰
ま
で
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◉
村
の
ひ
な
ま
つ
り

３
月
１
日
㈭
～
４
月
８
日
㈰

８
時
30
分
～
17
時

　

ふ
る
さ
と
旅
行
村
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
「
村
の
ひ
な

◉
㊗
2
0
1
2
年
３
月
17
日

　

国
道
33
号
三
坂
道
路
開
通

　
　

松
山
I
C
か
ら
久
万
高
原
ま
で

　
　

車
で
30
分
に
！

　

松
山
市
と
久
万
高
原
町
を
結
ぶ
国
道
33
号

「
三
坂
道
路
」
が
、
3
月
17
日
㈯
に
開
通
し

ま
す
。

　

こ
の
道
路
の
開
通
に
よ
り
快
適
な
ド
ラ
イ

ブ
が
楽
し
め
ま
す
。

　

身
近
に
な
る
久
万
高
原
へ
春
を
見
つ
け
に

来
ま
せ
ん
か
？

久
万
高
原
町

　開通を記念したパンフレットがで
きました。
　春のおすすめ情報が掲載されてい
ます。久万高原町商工会、久万高原町
役場窓口などで配布しています。

［発行・問い合わせ先］
　おいでや！久万高原推進協議会
　（久万高原町商工会内）
　☎0892（21）2061

ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

施
設
内
の
古
民
家

や
御
堂
、
食
堂
を
約

40
組
の
ひ
な
人
形
が

華
や
か
に
彩
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◆
感
謝
を
こ
め
て
﹁
人
形
供
養
﹂

　

４
月
８
日
㈰

　

受
付　

午
前
10
時
30
分
〜

　

法
要　

午
前
11
時
〜

　

ご
供
養
し
た
い
お
顔
の
あ
る
お
人
形
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

［問い合わせ先］
　久万高原ふるさと旅行村
　☎0892（41）0711

提供：国土交通省松山河川国道事務所　
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１
月
の
会
と
催
し

▽
4
日
＝
2
0
1
2
年
年
賀
交
歓
会

▽
5
日
＝
県
人
権
対
策
協
議
会
平
成
24
年

年
賀
交
歓
会

▽
10
＝
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
研
修

会
の
受
付
事
務
説
明
会

▽
11
日
＝
日
本
下
水
道
事
業
団
評
議
員
会

の
事
前
説
明

▽
12
日
＝
歌
会
始
、
平
成
23
年
度
議
長
研

修
（
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
議
員
特
別

セ
ミ
ナ
ー
受
講
）（
13
日
ま
で
）

▽
17
日
＝
「
地
方
議
会
運
営
の
実
務
」
検

討
委
員
会
（
19
日
ま
で
）、日
本
下
水
道

事
業
団
評
議
員
会

▽
18
日
＝
公
務
災
害
連
合
会
連
絡
会
議
、

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
研
修
会

▽
19
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

幹
事
会
、
同
役
員
会
、
第
６
回
え
ひ
め

愛
顔
の
助
け
合
い
基
金
運
営
委
員
会

▽
20
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

21
回
定
期
総
会
、
愛
媛
県
消
防
協
会
臨

時
理
事
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
４

回
定
例
会
及
び
町
議
会
事
務
局
長
会
合

同
会
議

▽
25
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
財
政

委
員
会
、中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対

策
担
当
課
長
会
議
及
び
現
地
視
察
（
26

日
ま
で
）、愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進

協
議
会
会
計
監
査

▽
26
日
＝
全
国
町
村
会
正
副
会
長
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会
、
四
国
四
県
町
村

会
正
副
会
長
・
事
務
局
長
会
議
、
内
外

情
勢
調
査
会
松
山
市
部
懇
談
会

▽
27
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
代

表
者
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部
事

務
局
長
会
議

▽
30
日
＝
町
議
会
事
務
局
職
員
研
修
会

（
31
日
ま
で
）、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業

総
合
協
議
会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
町
村

会
第
5
回
全
員
連
絡
会

　　

 

ス
ピ
ー
ド
と
信
頼

　

大
相
撲
初
場
所
の
優
勝
者
、
把
瑠
都
は
、

遥
か
遠
く
北
東
欧
の
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国

の
出
身
で
あ
る
。
面
積
は
日
本
の
9
分
の

1
、
人
口
は
愛
媛
県
よ
り
約
10
万
人
少
な

い
観
光
立
国
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
あ
る
。
把

瑠
都
は
、
同
国
の
英
雄
と
し
て
教
科
書
に

も
載
る
。

　

方
や
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の

よ
う
な
困
窮
生
活
を
す
る
中
・
高
年
齢
の

日
本
男
子
が
、今
数
多
く
い
る
と
聞
く
。例

え
ば
退
職
金
5
千
万
円
を
持
っ
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
へ
、
ま
た
出
会
い
か
ら
女
性
を

追
っ
て
行
っ
た
者
な
ど
、
要
は
日
本
に
居

り
た
く
な
い
、
日
本
を
逃
げ
出
し
た
男
た

ち
が
居
る
「
日
本
を
捨
て
た
男
た
ち
」（
水

谷
竹
秀
著
・
開
高
健
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

賞
受
賞
）
の
で
あ
る
。

　

経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
団
塊
層
が
、

今
や
無
縁
社
会
と
云
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
該

当
者
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
。
さ
ら

に
3
万
人
（
14
年
連
続
）
を
越
す
自
殺
者

の
中
に
占
め
る
多
く
の
中
・
高
年
。
現
社

会
か
ら
何
故
逃
避
者
が
多
く
な
っ
た
の
か
。

　

幸
福
度
約
1
0
0
％
の
ブ
ー
タ
ン
は
、

人
口
2
1
8
万
人
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
人
口
は
、
1
0
0
年
後
に

5
0
0
0
万
人
台
に
な
る
推
計
に
慄
く
識

者
も
い
る
が
、
人
口
少
な
く
面
積
の
狭
い

国
も
頑
張
っ
て
い
る
国
際
社
会
で
あ
る
。

現
下
の
与
え
ら
れ
た
環
境
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
て
通
過
す
れ
ば
よ
い
。
ま
ず
は
東
北

の
復
興
に
全
日
本
で
立
ち
向
か
い
、
オ
ー

ル
日
本
で
幸
福
を
掴
み
取
る
意
気
込
み
こ

そ
大
事
で
あ
る
。

　

年
始
早
々
か
ら
欧
州
の
金
融
危
機
は
、

ユ
ー
ロ
圏
の
国
債
格
付
け
引
き
下
げ
で
、

世
界
経
済
を
一
層
振
り
回
す
こ
と
に
な
っ

た
。ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
暗
雲
、主
要
国
リ
ー

ダ
ー
の
交
替
な
ど
今
年
に
休
息
は
な
い
。

　

兎
に
角
、
今
年
は
幸
せ
を
感
じ
る
人
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
…
。そ
の
た
め
に
は
、勝

ち
得
と
不
信
か
ら
生
ま
れ
る
格
差
の
増
幅

を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
や
断
ち

切
り
が
必
要
な
時
に
今
あ
る
。
ま
た
、
日

本
か
ら
逃
げ
出
し
た
い
人
と
自
殺
者
を
減

ら
す
深
層
解
明
へ
…
。

　

自
然
か
ら
の
驚
異
も
先
ご
ろ
首
都
・
南

関
東
直
下
型
地
震
の
発
生
率
が
、東
海
、東

南
海
、
南
海
、
日
向
沖
に
か
け
て
の
４
連

動
地
震
と
と
も
に
、
一
気
に
現
実
味
を
帯

び
て
来
た
。

　

奇
し
く
も
通
常
国
会
が
始
ま
っ
た
が
、

内
外
と
も
に
課
題
山
積
。
特
に
経
済
回
復

を
基
調
と
し
た
日
本
に
と
っ
て
一
層
厳
し

い
雲
行
き
に
あ
る
。
打
出
の
小
槌
が
な
い

以
上
、
全
て
に
対
処
す
る
に
は
、
オ
ー
ル

日
本
で
や
ら
ね
ば
成
就
し
な
い
。
そ
の
要

件
は
、“
信
頼
”
し
か
な
い
。そ
の
前
提
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
に
加
え
て
、
真
意
が
理
解

可
能
な
道
理
あ
る
説
明
に
あ
る
…
。

�

　
（
Ｔ
）

　
「
心
理
は
人
間
の
保
存
す
る

　
　
　
　
　
　

最
高
の
も
の
で
あ
る
」

　
　
　
　
（
チ
ョ
ー
サ
ー　

英
国
の
詩
人
）

一

筆

編
集
後
記

　

今
年
の
冬
は
、
各
地
で
記
録
的
な
大
雪

が
降
り
、
平
野
部
で
も
本
格
的
な
積
雪
と

な
り
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
な
ど
と
言
わ

れ
て
い
る
中
で
、
ど
う
い
う
わ
け
か
異
常

な
低
温
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
春
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

本
号
７
頁
に
掲
載
の
と
お
り
、
3
月
17

日
に
待
望
久
し
い
国
道
33
号「
三
坂
道
路
」

が
開
通
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
松
山
Ｉ
Ｃ

か
ら
久
万
高
原
町
が
30
分
で
結
ば
れ
る
こ

と
に
な
り
、
関
係
の
皆
さ
ん
の
歓
び
は
い

か
ば
か
り
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
、
各
町
で
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
を
本
号
と
次

号
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
同
じ
愛
媛
県
内
に
住
み
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に
つ
い
て

は
、
灯
台
下
暗
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
今
後
も
、
こ
の
会
報
で
各
町

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ド
ン
ド
ン
ご
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
面

白
い
企
画
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
互
い
に
各
地
域
を
訪
ね
合
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

各
町
の
イ
ベ
ン
ト
は
様
々
で
、
ユ
ニ
ー

ク
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　

 

◇

　

本
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
生
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


